
少数民族における「時」の観念と「所有」観

一一タイヤル族エへンにおける事例研究一一

1. はじめに

台湾省桃園鯨復興郷三光村爺享(エへン)は，

桃園国際飛行場から東へ約 80Kmの山中に在

り， 日本領有時代(1895 年~ 1945年)はガオ

ガン(合歓)蕃エへン社と呼称されていた地域

である。エへンの人々は，タイヤル族の一氏族

であるスコレク (s8qo1eq) 系統に属する人々

である。

タイヤル族は，その伝説・言語・慣習の相違

等を基準に， スコレク (S8qo1eq)系統， ツオ

レ (Ts801e)系統，セデク (S8deq)系統の 3

つに分類される。スコレク系統の人々は自己の

伝説・神話によると「ピンスブガンJを発祥地

とし， ir人』を S8qo1eqと称しJ(1)たところか
らこの呼称がつけられた。

ガオガン蕃は「従来大森泉後山番ト称シ来リ

シカ現時ハ此名称ヲ用ヒス，番族固有ノ名称ニ

従ヒガオガヌ番ト称」 し「ガオガヌ卜ハ「ガオ

ンJ(小渓)ナル語ヨリ来リ小渓ノ所ノ所在地J(2)

という由来を有する地域である。(図 1)当時，

大容寂渓支流の「ガオガヌ渓の両岸に， 19杜

374戸， 2187人の山地人の居住(3)が記録されて

いる。

本論に登場するエへン社はその内の一社であ

るが，大正の初期に駐在していた日本人の警察

官の指導によって開墾された棚田を南側斜面に

もち，周囲を李山東山， 1立位山に固まれた戸数

45戸，人口約 300人 (1990.8.現在)のー集落

である。「陽のおそく当る所」を意味する「エ

へン」社は，背面の水源地から濯j既用水路を南

斜面の中央部に設定し，その両側に水田が作ら
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れている。現在は，減反政策の影響でこの斜面

では全く稲作は行われていないが，昭和 8年度

に全省でもトップクラスの良質米の産出と出荷

を行い， i優良水田」として台湾総督府から表

彰を受けたことは，今でも村人の語り草となっ

ている。 (4)

1945年， 太平洋戦争敗戦の結果， 約50年間

「思想善導」 の中心となっていた日本人警察官

が一斉に帰国したあとは，まるで心に「ぽっかり

と穴があいた」ような淋しさを感じたと古老は

いう。幼少の頃(7才)から半ば強制的に「蕃童教

育所Jに通わされ，徹底した「皇民化J，i一視同

仁」の名のもとに日本式改姓名を求められ， i日

本人化」に何の疑いをもっ余裕さえ与えられず，

「ニッポン精神J，i大和魂」を教え込まれてき

た山地人は，日本の敗戦により絶対的と半ば信

じてきたその価値感はもろくも瓦解してゆく。

戦後(光復後)の 10年間ないしは 15年間は

ゆっくりとした社会変化一一物質的変化であっ

た。戦後の教育は共通語としての中国語(北京

語)による「三民主義」のそれであった。彼ら

山地人はそれを「ジユウ主義」という。それま

での厳格な規律と統制を求めていた「テイコク

主義」教育と比較すれば，戦後のそれは「方法

ないJ(仕方ない)iジユウ」と映ったのではな

いだろうか。大きくゆらぐ価値感に更に追い打

ちをかけるようにして導入されたのが，昭和

40年代の「デントウJ(電気)であった。

電気の導入は，村の生活を一変させるに余る

ほどの影響をもたらした。それまでの生活は，

夜明けと共に起床し，ある者は「水田の世話」

をし，ある者は山林に入り木材の伐採を行い，
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図 1 台湾総督府，昭和 13年発行
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夕方帰宅し，夕食後は 8時頃には就寝というサ

イクルであった。電気の導入は， この生活サイ

クルを大幅に延長せしめ，若者にラジオの購入

を迫る。当然のことながら若者たちは，共通語

(普通語)である北京語で教育を受けてきた世

代である。両親，祖父母とのコミュニケーショ

ンは，部族語であるタイヤル語で行われていた。

そして若者は， 2年間の兵役義務を終えて山地

に戻ってくる時は，両腕からこぼれんばかりの

平地の「文明の利器」を運んでくる。「故障な

いのが上等」とかたくなに信じている年配者は，

「すぐ故障」する文明の利器ばかりを求めてい

る若者に居をひそめる。そしてこの傾向は，昭

和 50年代に入ると更に強まってゆく。

エへンは，桃園豚大渓を起点とする「北部横

貫道路」のほぼ中間点に位置している。昭和

50年代から，北部横貫道路の整備・拡張が頻

繁に行われるようになった。その結果，エへン

は急速な「都市化」就中大型の文明の利器が流

入する。例えば， ラジオに取って代わったのが

テレビであり，エへンの人々の足代わりとなっ

たのが 125ccの台湾製のオートパイであった。

更に，プロパンガスの普及は電気冷蔵庫の普及

とあいまって，食生活に大きな変容を迫ってき

た。つまり，伝統的な食事・調理法から，調味

料・油を多用した漢民族的食事へと変化を余儀

なくされたのであった。

こうした物質的変化，特にテレビの普及は若

者に誘惑的な都市文明をダイレクトにぶつける

こととなり，多くの若者が「憧れの平地」へ惹

きつけられるようにして下山してゆく現象を惹

起するのであった。山地に止まり細々と労働に

いそしむのは，年老いた両親と小・中学生の子

どもたちである。

昭和 60年代になると， 台湾経済が「四匹の

竜」の仲間入りをするようになると，山地の様

相も変化を見せはじめた。エへン一帯は，梨，

桃，椎茸，竹，桧，樟楠等の山産物の供給地で

ある。山地人に求められてきたものは「売れる

もの」であった。つまり，消費者が好んで買っ

てくれる商品であった。特に果実類にその傾向

が強くあらわれてきた。「昧は上等Jだが形の

悪い物は選別ではぷかれ，形の良い物だけが，

収穫されたその日の夕方には台北市，桃園市，

板橋市等の青果市場を目指して出荷されてゆく。

まさに山地経済は，台北経済圏の一翼としての

機能をはたしているのである。こうした経済的

機能は必然的に平地人との接触の機会を増加さ

せ，山地に物質的変化をもたらす要因のひとつ

となるであろう。

こうした歴史的，客観的事実を踏まえて，異

文化と接触している「少数民族」の内側から

「文化変容」をもう一度考えてみようとしては

じめたのが，高砂族の調査であった。またそこ

には，強弱の差こそあれ異民族，異文化の支

配・影響を受けつづ、けてきた「少数民族」のひ

とつの姿をみることができるであろう。

今日まで数多くの「民族誌Jが出版されてい

るが，それは多くの人々の関心を文化人類学研

究に惹きつける効果は絶大なるものがあったで

あろうと思われる。しかし，それらの研究は，

eticな視点を重視するあまり，換言するならば

調査者の外側からの論理がもちこまれるあまり，

例えば「未聞民族J，I原住民」という言葉の持

つ言質が，文化的にも知能的にも我々「文明

人Jよりも lランク下という印象を与えてし

まったのではないかと思われる。フィールド

ワークを中心とする文化人類学の研究は， もう

一度 emicな視点からの調査研究が重視されて

よいのではなし、かと思われる。もちろん，文化

人類学の研究は， eticな視点と emicな視点の

相互作用の中から精微な研究成果が生まれるで

あろう。更に， eticな研究は emicな研究に

よって支えられるであろうし， emicな研究は

eticな研究から数多くの重要なヒントが与えら

れるであろう。

このような視座をもって，筆者は台湾北部の

山中に居住するタイヤル族のー寒村をフィール

ドに設定し， emicな視点から調査をすすめて

きた。その過程の中で，山地人と平地人が仕事

上にしろ個人的交遊関係にしろ，その接触には

何か一種の異和感に似たものが存在しているよ

49一(138)



少数民族における「時」の観念と「所有」観

うに思われた。それは，山地で生活している山

地人同志の接触では全く気付くことのなかった

一種のピーンと張りつめた緊張感のようでも

あった。好むと好まざるとにかかわらず，異文

化の受容を余儀なくした側の民族であるタイヤ

ル族の社会的行為をその民族の内側に視点を置

いて観察したらどのような結果が表出してくる

のであろうかという問いかけは，常に筆者の持

つ視点のひとつとして調査を行ってきた。この

点では，筆者の調査には冒険的で初歩的な間違

いや資料の評価，導き方等についての批判があ

ろうかと思われる。ともかく，永年エへンの

人々と接触を持ちつづけきた筆者としては，

「時Jの観念と「所有」の観念をキーワードに

して，一定の見通しをつけてみようというのが，

本報告である。

2. i時」の観念と「所有」観念

(1 ) 時の観念

我々が日常生活を送ってゆくうえ，先ず必須

な条件として「時間」が求められてくる。「時

間」は 1日を基準として細分化され， 1日を単

位として 1カ月， 1年と拡大されてゆく。人間

の日常生活は，このような知識を体系化した暦

に従って営まれているといえよう。従って，

「時」の観念は必然的に社会の影響を受けるで

あろうし，そこには社会差あるいは地域差の存

在を認識しなければならないであろう。当然，

ある社会にあっては暦で計りうるような 1日，

lカ月， 1年といった観念は必ずしも存在する

とは限らず，各民族，部族が独自に決めている

主観的な「時Jの存在があるであろう。人間の

生活が，社会や集団の影響，規制を受ければ受

けるほど，その民族，部族独自の行動様式が存

在すると考えるならば， i時」の観念も民族独

自の基準によって決定されていると考えられる

のである。

我々は，外来の知識体系である太陽暦に従っ

て生活を送っており，それを当り前の事として

観念している。しかし，個々の民族・部族には

伝統的な時間の観念があり，太陽暦の知識体系

は認めながらも，その伝統的な時間の観念に無

意識に従っている部分もあるであろう。時の観

念は「その村落の『場』において，天体その他

の自然現象の中で体験される余り体系的でない，

個別性や社会性を示しているJ(5)ものであり

「その社会の文化の本質と関連」ωしているもの

と考えられる O 更にまた，個々の民族の持つ

「時Jの観念や「所有」観念を明らかにするこ

とは， i平等主義を背景とした弱者・マイノリ

ティの論理として登場してきたJ(7)エスニシ
ティ Cethnicity) を考察する場合， 極めて有

効なヒントを与えてくれるであろう。なぜなら

ば， i生きたエスニシティの理解は……それぞ

れの地域における歴史的背景の違いとの対応の

なかで行われるべきものJ(8)で、あるからである。

なお本論で使用される「時」の観念は，次の

ような意味内容に従って使用したものである。

従来，時の実在に対して 2通りの説が行われ

ている。その第 1点は，主に自然科学の分野で

使用される物理的，生物学的あるいは実験科学

としての心理学的時間のように，存在そのもの

の空間的な位置の変化としてとらえられる時間，

つまり，一定不変の速度をもって定則的に流れ

る客観的実在としての時間。第2点は，主に哲

学の分野で観念された主観的，経験的に認識さ

れた時間である。「光陰矢の如しJの光陰に該

当するものである。それは意識の移り変わりで

あり， i継起JCsuccession)を有しているもの

である。ω本論では後者の立場で「時」を使用

するものとする。

さて，すでにみてきたように，エへンを取り

まく社会環境は急速な変化をみせ，部外者で

あってもその変化は容易に認識できるものであ

る。もちろん，エへンの人々自身もその変化を

認識しているであろう。「今時の若い者は云々」

とか，若者たちの行動を評して「蝿婿虎虎」と

いう言動の内に，認識の範域の程度の差こそあ

れ，時の流れの認識をみることが可能であろう。

この場合，時の流れをどのような基本単位を

もって計ったのであろうか。

エノfンス・プリチヤード CEvans-Pritchard，
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E. E.) によれば， ヌア一族の場合は 1日の時

間帯は「牛時計」であるという。(10)

一日を刻む時計は，牛時計であり，牧畜

作業の一巡である O そして，ヌア一族に

とっては，一日のうちの時刻と時間の経過

を示すものは，おもにこれらの作業の連続

であり，諸作業間の関係なのである O その

うちわかりやすいのは，牛舎から家畜囲い

へ牛をつれ出す時間，成牛を牧草地へつれ

ていく時間，山羊や羊の搾乳の時間，山羊，

羊，仔牛を牧草地へつれてゆく時間，牛舎

や家畜囲いの掃除の時間，山羊，羊，仔牛

をキャンプにつれ戻す時間，成牛の戻る時

間，夕方の搾乳，牛舎に家畜を入れる時間，

等である。ヌア一族が出来事を対置させる

とき，彼等が一般に用いるのは天空におけ

る具体的な太陽の位置ではなく，こうした

諸活動の区切りとなる時点である。だから，

ヌア一族は， I乳しぼりの時間に帰ってく

るだろう」とか， I仔牛たちが戻ってくる

頃，出発するつもりだ」という表現をする。

もちろん生態学的な時間の計算は，究極

的には天体の運行によって完全に決定され

るものであるが，時間の単位やあらわし方

が天体の運行に直接依存しているのは，た

とえば 1カ月，昼，夜，あるいは昼と夜の

ある部分といった限られたわずかなもので，

しかもそれらが照合点として注目され，採

択されているのは，社会活動にとってそれ

らが意味を持っているからである。……そ

の単位やあらわし方のほとんどすべてを提

供しているのは諸活動そのもの，それもお

もに経済的な諸活動である。

いささか引用が長くなったが，ここで注目し

ていただいきたいのは，ヌア一族の場合， 1日，

l年，季節といった時の経過は，人間の経済的

な諸活動の連続体として捉えていることである。

つまり， 1日とか 1年あるいは季節の変化は，

気候の変化に基づいたものではなく，人間の社

会的な諸活動を基盤として分けられているので

ある。

ヌア一族の場合，ひとつの典型的な例と思わ

れるが，台湾の原住民族である高砂族の場合も，

時の観念は気候の変化に基づくものではなく，

人間の諸活動・諸作業によって識別されている

とし、う。

台湾省花蓮牒光復郷の東，西，南，北富田村

は，かつてタバロン杜と呼称されていたアミ族

のー集落である。この集落では，毎年夏に行わ

れる 「年の折り目の祭」 を意味する 「イリシ

ンJの行事であるサパトロナンによって，村の

周囲にある森林原野の焼畑耕作が行われる。こ

の耕作地は l年の折り目であるイリシンをもっ

て順次移動し，タバロン社の人々はこの農耕地

の地名をもって自分の年の表現を行うという。

この農耕地は 10年程で一巡したから，世代差

の認識にも役立ったのである。(11)

同じ高砂族の時の観念の調査に移川のそれが

ある。移川(12)はタイヤル族の時， 季節の認識

を次のように述べている O

高砂族北蕃アタヤルは， 1年を夏冬の 2

季に分って， 夏を abanganと言ひ， 木の

葉 (abao)の繁茂 (bangan)する季節の

意味である。冬は Kamisanなる言葉を以

て言表されてゐるが， この語義に就いては

明瞭ではない。……然し想ふにこれは Ka-

amis-an (冷たい風の吹来る北方)の意味

から出た語と考えられる。

更に移川の調査によると，タイヤル族におい

ては， 1年を夏と冬の 2季の認識にもとずき，

更にそれをいくつかの時候に識別する。

1. Abangan (夏)

4月頃

taganas (ハンノハエゴの木)の花や

wax-tsimo (ミフカラギ) と云ふ蔦蔓

の花時で， この季節にのみに聞かれる鳩

大の一種の鳥が鳴く。これが所謂陸稲播

種季節であって，闇夜又は弦月の時を選

んで播種する。

5月頃

Saadji (笥雨)即ち「笥の雨」の降る時

で，梅雨季節であるO
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6， 7月頃

Taibonの季節と云ふ。 一番暑い土用頃

で，炎暑の為めに草木の葉は色を喪ひ穀

類の葉は実り熟して「黄色になる」

(mahebon) ところから出た季節の名前

で，大小 2季に分たれ， 6月頃を

Tailon Tsikui (小)， 7月頃を Tailon

yabaと云ふ。 粟や芋の収穫季節である。

8， 9月頃

Taubenと称し，風吹き「雲下る」意味

であって，時雨，暴風雨なぞの多い季節

である。

II. Kamisan (冬)

自10月頃至3月頃

10月頃から 3月頃までの約 6ヶ月が

Kamisanと言って冬季であるが，粟畑

の開墾，播種，伐採等があり，農繁期で

ある。併し特別の名称が無く，唯だ 2月

頃を Surapaoと言ひ白い山桜 (surap-

ao)の咲く季節である。

移川のこの報告の意図するところは，タイヤ

ル族においても，季節認識は農耕活動に基づい

ているということであろう。しかし，筆者が

フィールドとしているエへンでは，移川の報告

より若干異なる内容をもっている。

エへンでは， 1年をカワス (kawas。年，

年齢，年輪)といい，やはり農耕作業をひとつ

の大きな基準として，夏 (bagang) と冬

(qamisan) の2季に識別していることは， 移

川と同様であるが，ヱへンを含む桃園鯨復興郷

ではこれをもうすこし細分化し，次のような識

別を行っているのが特徴である。

1. alin bagang (春。「早い夏J)

1， 2月頃

赤い花 (hanamtalah)の咲く頃。赤い

桜 (qujimux) の咲く頃。 この時期に

稲，粟を植ると「上等とれる」という。

3， 4月頃

白い花 (hanap81qwiy) の咲く頃。白

い桜 (qujimux) の咲く頃。稲， 粟の

播種を行う。

5月頃から 7月頃

白い花(ユリ， qeino na utox)の咲く

頃。「お盆祭J，収穫祭を行う o

II. bagang (夏。「暑くなるJ)

粟，イモ，南京マメ，麻を植える。木の

葉がボツボツ出てくると夏。新芽の出る

のが夏のはじめ。

血. alin qamisan (秋。「早い冬J)

木の枝，葉が落ちる頃。モミジ(laga)

がおりた時。エンドウ豆を植える。山狩

りに行く頃。太陽暦で表現するならばお

よそ 10 月 ~ll 月頃であろう。陸稲の収

穫期。

N. qamisan (冬。「寒くなるJ)

この時期は全く「仕事ない」時期であり

(農関期)，春の田植の準備期間であろう

と思われる O

復興郷では，前山と奥山では気温の関係で若

干の時期的なズレは存在すると思われるが，い

ずれにしてもこの地方では，農耕作業をひとつ

の目安として季節認識を 2つにとり，更にそれ

に若干の気候的変化の要素をも加味し細分化を

行っているように思われる。つまりある若手の

informantは，主に気候の変化に季節認識の

中心をおくニュアンスであった。それに対して

高齢者の informantは， 気候， 自然現象の変

化を目印 (pinskiyaya) として田植えや播種

を行うというニュアンスであった。移川の調査

に従えば，季節認識は農耕活動に基づくことに

なるのだが，ではエへンの事例でみられる微妙

なニュアンスの相違は何んであろうか。

1954年に公表された林衝立のタイヤル族の

「歳時理俗」の報告書(13)も，移)11と同様，農耕

活動に基づいて季節の識別を行っている。

「通信」および「実地」調査を行ってきた林

衝立によれば，桃園鯨復興郷のタイヤル族は，

梅の開化あるいは山桜が膏をもちはじめた頃に

粟播を，栴檀あるいは栗の開化をもって早稲を

植るとし寸。前者は播種後 5~6 カ月，後者は

7~8 カ月後に収穫をみる。タイヤル族は， 1 

カ月 (cotoyachin) は認識しているが， 1年
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は何カ月かは知らず， 1回の収穫(おそらく晩

稲であろうと思われる。筆者注)をもって l年

としていたという。

つまり，多くの報告書がそうであるように，

移川，林の報告書もタイヤル族を稲作民族と前

提して論旨をすすめ，本来彼らタイヤル族が保

持していると思われる狩猟・採集民族的性格に

多くの注意を払っていないように思われる。タ

イヤル族の稲作は比較的新しいでき事であり

(エへン社の場合は大正 12年頃から水田耕作が

開始された。)彼らの日常生活を観察すると，

狩猟に最大の喜びを感じている人々と考えられ

る。かつて，焼畑耕作のかたわら狩猟に最大の

努力を払っていたのがタイヤル族で、あった。

かつてのタイヤル族は，その生活資源の大半

を焼畑耕作に求めていたであろう。焼畑は陸稲

である。陸稲は， 3年ないし 5年の周期で耕地

を変更しなければ収穫は半減し，狩猟，採集に

よる生活資源の確保に比べると，自然現象の影

響は強く受けるが， しかしはるかに収益の多い，

そして確実に定量の食糧を得ることの出来る資

源である。しかし，焼畑耕作は 3年ないし 5年

の周期で耕地を変えなければならないので， こ

こにタイヤル族のもつ高い移動性が必然的に表

出してくる。あるいは，移動性に関していえば，

焼畑耕作の技術が伝播する以前は，狩猟・採集

で生活資源を獲得していた民族であったのでは

ないかと思われる。それが人口の増加，気候変

化等々による獲物の減少，猟場 (q色qe1upan)

の縮小化を惹き起こし，安定した生活資源を確

保する必要性から焼畑耕作へと移行したと考え

られる。ここに，焼畑耕作を主な生業とし，狩

猟・採集を副次的生業とするタイヤル族の基本

的社会の姿を見ることが可能と思われる。

焼畑に基礎をおく「山村に鉄砲を多く保持す

る者」が多いことも， I subsistence economy 

は，焼畑耕作を基礎に，狩猟，採集，漁揖とい

うきわめて広い spectrumをもJち「生業は複

数からなり，季節にしたがって推移J(14)するタ

イヤル族，換言するならば高い移動性を保有し

ているのがタイヤル族といえるのではなし、かと

考えられる。

従って「時」の認識も，高い移動性を保持し

ているがゆえに，移川の報告よりは更に具体的

であり，気候的・自然的現象をより五感的にと

らえ，気候の変化に形容詞的表現を加味するに

至ったのではないかと推察できるであろう。つ

まり，焼畑耕作に生活資源の基盤を置いてはい

るが，本来的に行ってきたであろうと思われる

狩猟・採集民的性格を今日まで色濃く残し，季

節認識の微妙なニュアンスの相違はその痕跡で

あろう。

さて，エへンの人々にとって季節以外の時間

の認識をみてみよう。エへンのタイヤル族は 1

日の時間帯を次のように認識している。

moqwas nuta (一番鶏)の鳴く頃......午

前 3時頃

sajing moqwas nuta (二番鶏)

tsyga1 moqwas nuta (三番鶏)

p;qats moqwas nuta (四番鶏)

実際には「使っていないJ(15) 

sasan......午前6時頃。朝。朝食 (manya

mami sasan)の前。早朝。

suka wagi...…真ン中の太陽。正午o

q1yan......昼食をとる時間。昼。

zubiyan......夕方O 太陽が沈みはじめた頃。

午後6時から 7時頃。

suka begi......真ン中の夜。深夜。

エへンの人々は，日の出と共に起床し，日没

と共に就寝という極めて大雑把な一日(コッ

ト・リャフ cotoryax。ひとつ・日中)の捉え

方である。日の出，日没は地域によって相違す

るものであり，同じタイヤル族でも cotoryax 

の捉え方に違いが生じるのは当然である。しか

し，大雑把な時間帯といえども太陽の規則的な

運行を基準としていることは，ヌァ一族の例で

もみられるように他民族に共通してみうけられ

る現象であろう。

こうした伝統的な時間帯に大きな影響を与え

たのが， 日本領有時代の「蕃童教育所」での近

代的教育であった。そこでは，日常生活を送る

うえで最低限必要な知識を日本語で教え，外来
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語は現地語に翻訳せずそのまま使用させていた。

例えば，時計を spungwagi， spung ryax(計

る・太陽， 計る・日) と表現している書籍(16)

もみうけられるが，時計は tokeiで充分通用す

る単語であるO 又， 時聞を尋ねる場合， bila 

spung柚a (今・計ると) でも通じるが， bila 

nanjiの方がより一般的であろう。つまり， こ

こで強調しておきたいのは，エへンを中心とす

るタイヤル族の人々にとって 1日の時間の観念

は，それが 1日は 24時間あり， 1時間は 60分

という規則性をもって l日を定刻に細分化され

た思考を持つようになったのは，日本領有時代

の教育からである。定刻がくれば教科書 (1蕃

人読本j)，ノートをカバンにつめ，草履をはき，

定刻に登校する O 学校での生活は時間割に従っ

て午前中は国語，算数，修身(歴史を含む)等

の座学を，午後は「天産物」の利用，加工，飼

育等の実習という，すべて「時間」に従つての

生活であった。 加えて， 1学年は， 365個の

coto ryaxの積み重ねで構成され， その中には

祝祭日， 学芸会， 修学旅行， 遠足， 運動会と

いった「楽しみ」が設定され，それらの学校行

事もすべて「時間」によって運営されていると

いうことを学習したのであった。「蕃童」に

とっては，一歩家を出れば，すべて「時間」に

よって社会生活が規制されているということを，

「教育所」で学習した。従って，今日のエへン

の人々にとっては，伝統的な時間帯の観念と，

近代的な時間の観念の 2つの世界に住むことに

なるのである。

なお，年齢の教え方にはいくつかの方法があ

るようである。 1つは焼畑耕作地 (q8mayax)

を目安にする場合である。例えば，焼畑耕作

(陸稲)は年 l回の収穫であるから， A地点で

出生した子どもは，そこで何回の収穫があった

のか。 A地点を廃耕地 (naqomekawas) と

し次の q8mayaxへ移動。そこで何回の収穫を

行ったのか。これらを合計して年齢を割り出す

方法であるo 2つ目は，その時の社会的，気候

的，自然的現象を目安にして，それから何回の

収穫があったか，あるいは「頭のいい人」

(bilaq tunux) はヒモに結び目をつくって記

憶する方法である。例えば「日本人がはじめて

来た時j，1非常に寒かった(暑かった)収穫」

「山桜のおそく咲いた時j，1大型獣(月の輪態，

鹿，猪など)がたくさんとれた時j，1祖父

(yutas) が亡くなった時」等を目安にして，

それからおよそ何回の収穫あるいは結び目が何

個かによって割り出す方法である。

また，月をみてj高月から満月までを 1カ月と

認識していたので，その認識をもってすると，

陸稲は播種から収穫までおよそ m8puyachin 

(10個・月) つまり 10カ月かかるので， エへ

ンの人々にとっては， 1年は 10カ月というこ

とになるであろう。

(2) 所有の観念

エへンの人々の有形，無形の「物j (財)に

対する「所有J観を明らかにすることは，彼ら

の人間関係，ひいては社会観，社会組織を知る

上で有効な方法と思われる。

調査の方法は，ひとりの被調査者を定め，今，

彼あるいは彼の家族が所有しているすべての物

について彼本人と中学 2年(男子)の子どもに

同じことを聞いた。被調査者である高進祥 (40

才，山地名はベフイ・マライ)は，エへンで生

まれ育ち，現在もエへンを生活の本拠地とし，

エへンの人たちからは比較的人望を集めている，

さしずめ青年会議所会長というところであろう。

家族構成は 4男 l女で彼の母親が同居している。

登記上の職業は農業であるが，現実には全く農

業は行っておらず， 日本製の 4.7トントラック

をl台所有し，山産物の運搬を中心に生計をた

てている。

調査項目は，日常生活で目につくあらゆる有

形，無形の物が，誰れに所有権，占有権，優先

使用権・処分権が存在するのかを調べ，それに

よってエへンの人々の人間関係あるいは文化の

特質を財産の側面から捉えてみようと試みたも

のであった。問題点を明らかにするため，調査

結果を一覧表にしてみよう。
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運搬用具

背カゴ (kili)

牛車(リヤカー)

鉄牛車(テーニュー， popok) 

自転車(ジレンシャ)

オートノてイ(オートノてイ)

トラック(ジープ)

背袋 (yubin qosai) 

ショルダーバッグ (pushi)

日常雑貨

鋸 (harahei)

オノ (putus)

蒸器 (skulawan)

ひしゃく (taku)

水筒(スイトウ)

おわん (piyatu)

食卓(ハンダイ)

ナベ(ナベ)

はし (qwai)

且II(サラ)

包丁(ホーチョウ)

深ナベ (kyawan)

衣 類 上 着 (ruqus)

ズボン (yopun)

下着(女性用。シタギ)

帽子 (qubu qoyan) 

カッノマ(カッパ)

椋雨衣 (ruqwa)

鹿皮 (hanukui)

クツ(クチュ， yamin) 

スリッノ>1(リッパ)

スカート(カトウ， skato) 

歯ブラシ (qowamux) 

手拭い (pima)

コップ(コップ)

ベット (sakao)

ふとん (hemilau)

まくら (tunuhan) 

洋服ダンス(タンス)

椅子 (taikan)

装飾品

ネックレス (tuyax)

プレスレット (luun)

指輪 (kumui)

イヤリング (mishaipapaq) 

腕時計(トケイ)

財の帰属

項目
帰属 家 夫 妻 岡人 ホす

不動産

河 (lyun) 口
河辺 (siyaolyun) 口
可耕地 (qamayax) 口
水源 (hoken-sha) 口
山林 (rungaxkanahei) × 

水田 (salaq) × × 

墓地 (boqon) × x 

集会場(シューカイジョ) 口
道路 (tuqei) 口
休耕地 (kanahei) 。
更地 (unux hayan) 。 × 

庭 (tanux) 。 × 

宅地 (unuxhayan) ム × 

家屋 (ngasal) ム × 

番小屋 (tatak) × 

穀倉 (kaho) × 

乾燥室 (puyanpagai) × 

厨房 (nobui) × 

御手洗 (sunukun，ベンジョ) × 

鉛ビ水管 (takan-sha) × 

漁具

釣竿 (boyau) ム
釣糸 (ngasin，テングス) ム
重り (balyaq) ム
カンテラ(カンテラ) ム
魚龍 (wayaqole) ム
魚網(アミ) ム
投網 (sukaru) ム
魚槍 (bu-qole) ム

狩猟用具

弓(lakei) ム
鉄砲 (patusgomu) ム
矢 (torogan) ム
蕃刀 (lalao) 。

農具

クワ (kala) 。
カマ (soki) 。
スキ (qebu) 。
耕運機 (qebu kikai) 。
スコップ(スコップ) 。
ザル(luqu) 。
臼(rohon) 。
キネ (qsuju) 。

図2
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4)その他

山の気候・雨後の山・道の状況の

「読み方J。対山地人・対平地人

(mukan) との人間関係，仕事上の

ノウノ、ウ。

家督権，財産の継承

1 )不動産 :1兄弟で平等に分配」

2)家屋:老親を扶養する末子(男子)が

継承

3)家督権:一族の長兄が代表格となって

対外的，対内的にも多くの発言をする。

家督権そのものの存在は認めがたいが，

一族の会合 (cotoneqan，共食団体)

では長兄が絶対的な発言権を有してお

り，いわば代表権に相当するものであ

。
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
 

。。

家畜

牛 (kachin)

豚 (bijoq)

猪 (bijoqnahen) 

ニワトリ (nuta)

ガチョウ(ガチョウ)

アヒル (qulu)

犬 (hojin)

電化製品

テープレコーダー(チクオンキ)

ミシン(ミシン)

織機 (tuminun)

糸巻機 (tumurunwayai) 

ラジオ(ラジオウ)

テレビ(電視)

冷蔵庫(泳箱)

電話(デンワ)

自家用車(ハイヤー) る。

家庭内での男女の地位，験

1 )夫の役割

戸主であり，対外的にも一家を代表。

経済活動の主体者。男児への駿一一年

長者，客人に対するマナー，対人・対

友人関係への助言，父・祖父への手伝

い，家事の手伝いなど。

2)妻の役割

家庭内労働一一炊事，洗濯，掃除。子

どもの養育，義父母の扶養，畑の除草

(satori)，椎茸の乾燥，乾燥庫の手入

札家畜(鶏，ガチョウ)・犬の世話，

学校への連絡，他家への手伝い(アル

ノイイトも含む) ・連絡，子ども特に女

児への犠

エへンでみる限り，タイヤル族の家族型態は，

現住状況から捉えると， 1直系家族J(l7)が多く
みうけられた。家族構成，形態，家族関係等に

ついては，稿を更めて述べることとして，ここ

では被調査者の家族では祖父から父へ，父から

子へ，子から孫へと綿々として語り継がれてい

る「家の精神J(18)，換言するならば民族の心と

いったものが存在しているということだけを述

べておきたい。

さて，論を進めるに当ったて財産，所有権を

× 。
× 

0・…一主たる帰属
×…・・日常の管理
。…一占有権
( )内の片仮名は日本語の転用

ム・・・・・・優先的使用権
口…...村の所有，管理

伝統的技術・技能

父から男児へ継承されてゆくもの

1 )狩猟技能

狩猟準備:衣類， ゴム長，半合，米，

水，酒(米酒)，塩，懐中

電灯，ヘッドライト，バッ

テリー，蕃万，背負寵，鉄

砲 (patusgomu)，矢な

ど。

狩猟方法:動物の検索・識思1]，鉄砲の

使用・取扱い，獲物の処理

方法，猟地の認識。

狩猟儀礼:出猟，帰猟時の儀礼，

他。

その
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2)金属加工

蕃万，鋸，務(ヤス)，鉄砲の保守，

矢の作製。

3)伐採技術

木材の識別，伐採方法，運搬方法，

「土場」の機械操作方法， ロープが

け。
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次のような意味内容を有する概念としておきた

い。人は家庭を営み，社会的生活をおくってゆ

くうえで，必然的・結果的に有形，無形あるい

はプラスの価値，マイナスの価値をもっ財を入

手するであろう。このような財は，他者あるい

は他集団に対し，有形であれ，無形であれ，優

先的に利用あるいは所有できるものである。こ

れを財産とする。財産には所有権が付随する O

所有権とは，ある特定の物・財産を「排他的に

支配し，使用・収益および処分の機会を有する

権利J(19)と仮説的に理解しておきたし、。 このよ

うな近代法的な解釈，視点からタイヤル族の財

産・所有観をみると，そこには異和感を感じな

いわけにはいかないであろう。つまり，図表2

からも明らかなようにタイヤル族には，権利，

義務，所有権といった近代法的観念は存在しな

いのである O しいて「所有」に関する単語を挙

げるならば， I財産」がある。財産を表現する

タイヤル語には，次のようなものがある。

1) batejox 

槍という意昧をもっこの単語には，個人的

な強い優先的権利をもっというよりも，む

しろ集団のもつ管理義務的なニュアンスで

あろうと思われるO

2) eyam-munayaq 

自分の植えたもの，栽培したものに対し，

他者が勝手に使用したり，取ることのでき

ないものという意味で使用されるものであ

る。一族 (qoto g81o) あるいは一家

(coto ngasal)の集団的所有というニュア

ンスである。

3) ugats s8qoleq kumun 

「ない・人・取る」つまり他人が取ること

のできないもの。

なお上記 1)に関し「国語びき北蕃語辞典」

は次のような解説を加えている。 (20)

「本族ノ財産観念ハ子女，銃鎗，珠棺，鍋

釜，蕃布，豚，鹿皮，鹿角等ニシテ土地，

家屋，穀物ヲ含マズ」

この解説を日本語世代の年配者 (65才) に

見せ，その反応をみるとややしばらく考え込ん

でいて一言。「以前はそう(であった)。今は違

うJであった。上記に列挙されたものは，かつ

ては贈物として利用されたもの(銃鎗，珠梧，

蕃布，豚)であり，結納品として利用されたも

の(珠梧，鍋釜，蕃布，豚)であり，自己の武

勇の象徴(鹿皮，鹿角)であり，亙師への謝礼

(珠梧)であり，離婚時，妻方の両親への贈物

(珠梧)という性格を有するものである。また，

男子以上に女子が多ければ多い程，結納品とし

ての珠棺がその実家に納められるであろう。特

に女子の場合，珠棺は他家へ嫁ぐ娘の身価とし

ての性格を強くもつものである。珠棺は「支那

人の名付けたる名調にして蕃人は之をどムトア

ンと云」 い 「布に白珠の縫着けたるもの」で

「蕃人間に於ける唯一の法貨J(森丑之助「台湾

蕃族志第 l巻Jp. 160) として通用し重宝がら

れていたのである。しかしこれらの物品を多く

保有した者が，すなわちその社会的，経済的地

位を象徴するものではないであろうし，権力者，

指導者 (malax)を意味するものではない。タ

イヤル族の人々は， 後述する cotogagaの強

い規制をうけた生活を余儀なくされていたので，

「天産物」特に獲物の肉は cotogagaで平等に

分配するものであり，そこには富の蓄積という

発想は極めて起りにくい状況にあったと推察で

きる。それはタイヤル語でいわゆる財産家を

「カネモチサン」と表現することからも推察可

能と考えられる。また，土地や家屋，穀物も財

産と考えなかったのも，同じような状況による

であろうと思われる。従って、タイヤル族には，

ある特定の物を排他的に支配し，それを優先的

にもっという所有観念は言語的にも法的にも存

在しないように思われる O 次の単語 chuxの用

例をみていただきたい。
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chux yaba su ga 

お父さんはおられるか

chux yuwao 

用事がある

chux pila nya ga 

お金を持っている

chux maki inu pi 
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君はどこに居るか

「在る，居る，持つ」という時に， 日常的，

常套的に使用される chuxには，物を排他的に

支配し，優先的使用権というニュアンスはない

のである。ただ，前述の一覧表中の「装飾品」

に関しては，被調査者は「妻のもの」とはっき

り強い占有権を主張した。

タイヤル族は妻の私産として「被服，装飾品

ノ如キ附身ノ物件其他小額ノ動産JI機具ノ如

キ物JI婚姻後実家又ハ夫家ノ親属ヨリ贈興セ

ラレタル物件J I養畜機織J(21)を公認し， それ

は離婚後も「其私産ヲ持去ルコトヲ得J(22)たの

である。このような例は，中国・雲南省のミャ

オ族においてもみられるという。 (23)

タイヤル族は，上記の妻の私産を除いた部分

の家産が，一家(家族)のいわゆる共有財産で

あり，それを日常的に妻が管理するという構図

ができ上る。猟具や漁具に関しては，男子ない

しはそれらを作製した個人にその優先的使用権

ム=ヰ=0
ユタス| ヤキ

あるいは管理権が認められるが， これらはどち

らかといえばという程度の問題である。

日常生活においても，一家 7 人で 1~2 枚の

手拭いを使い，弟が兄の肌着や上衣，ズボンを

自由に使ったり，訪ねてきた女性が被調査者の

夫人の化粧品を使用したり，筆者が事前に送っ

た数回の小包が開封され中の物が自由に使われ

たり(もちろんこの場合，子どもの行為であっ

たのだが，後日両親は Ireigi(礼儀， gaga)J 

がないとその非礼を詫びた)する光景を垣間見

ると，強い私有観念の成立は認められない。

従って，妻の私産以外の家産に対しては，占有

権や優先的使用権，管理権は，あくまでも程度

の問題であり，あえていうならばという程度で

ある。

なお，不動産に関しては，すでに法的登記を

完了しているので，一家の代表である戸主がそ

の法的所有者となっている。山林，畑に関して

は，一応戸主の承諾を得て主に親戚がそれをー

0 ムヰO
I -¥'タ

@=o @ 

一戸
ム

@=  ヤナイ関係

ハ一一一O
ιコ二イラ
O ム

ムコ男

0 =女

_-婚姻関係

図3 タイヤル族の親族名称とヤナイ関係
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時的，短期的に使用するケースが散見された。

タイヤル族のこのようなおおらかな「所有」

観念の成立理由を，タイヤル族特有の親族組織

であるヤナイ関係 (yanai) に求めることがで

きるであろう。(図 3)

タイヤル族は，自己の妻方の兄弟， 自己の姉

妹の夫，父母の兄弟の子ども(従兄弟)をヤナ

イ (yanai) と称し， 極めて強い連帯意識を

もって結束している。それは，時には強力な協

労体制をとり，時には相互扶助の機能をもち，

時には猟団 (cotolittan)を組み，時には戦時

同盟 (cotobahaban) の契機ともなったであ

ろうし，あるいは時には出草(蹴首，

ffi8gaga) の協力者となったであろう。かつて

の「蕃社」は平均しでも 30戸，約 150名の人

口であったと思われる。(図 4)

こうした状況を考えると，他「蕃社J(集落)

の人間との IendanJ (縁談，見合結婚， ある

いは親，縁者の紹介による結婚)が成立した場

合，その縁を縁として持続し，相互の協力関係

を保持する必要があったであろう。

自然、現象に大きく左右される厳しい山地の生

図4 タイヤル族およびヱへン社の人口推移

年度 明治 45年大正 2年 4年 7年 9年 10年 11年 12年 13年 14年

タ 男 13，643 14，349 15，634 15，538 15，212 15， 212 15，293 15， 171 15，419 15，628 
イ
ヤ 女 14，228 15， 122 16，534 16，476 15，939 15，939 16，058 15，930 16， 181 16，292 
ノレ
族 計 27，871 29，471 32， 168 32，014 31， 151 31， 151 31， 351 31， 101 31，600 31， 924 

戸数 25 24 30 27 34 34 35 21 22 34 
コニ

'" 男 70 70 80 80 97 97 92 52 57 90 

ン 女 83 85 94 87 90 90 87 56 56 93 
社

百十 153 155 174 167 187 187 179 108 113 183 

年度 大正 15年 昭和 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年

タ 男 15，945 16，094 16， 145 16，391 16，577 16， 231 16，398 16， 771 16，944 
イ
ヤ 女 16，583 16，667 16， 761 16，905 17，133 16，694 16，904 17，234 17，389 
lレ
族 計 32，528 32，761 32，906 33， 296 33， 710 32，925 33，302 34，005 34，333 

戸数 36 37 37 38 38 38 38 38 38 
コニ

'" 男 74 76 75 78 77 76 75 78 83 

ン 女 89 84 89 85 87 91 97 99 101 
社

計 163 160 164 163 164 167 172 177 184 

年度 昭和 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年

タ 男 17，299 17，623 17， 901 18， 185 18，399 18，676 18， 776 19，090 19，394 
イ
ヤ 女 17，658 18，016 18，227 18，475 18，685 18，972 19，029 19，337 19，671 
lレ
族 計 34，957 35，639 36， 128 36，660 37，084 37，648 37，805 38，427 39，065 

戸数 38 37 39 39 40 41 44 45 44 
エ

'" 男 89 86 86 85 90 96 97 95 98 

ン 女 J05 98 100 108 111 117 126 128 132 
本土

言十 194 184 186 193 201 213 223 223 230 
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年度 民国69 民国80
(1980年) (1991年)

タ 男 35， 145 
イ
ヤ 女 30， 155 
ノレ

族 計 65，3001) 計 77，3594) 

戸数 109 
!軒(エヘン) 一名

戸数 28 

三光村 男 385 復華(テーリック) 21戸 110名 エへン 男 60 

女 357 三光(ブトノカン) 41戸 229名 女 63 
砂嶺子(サルツ) 27戸 159名3)

計 7422) 計 1235) 

注) 1) i台湾省民政統計JNo. 9， p. 112 台湾省政府民政庁編，民国69年4月

2)復興郷戸政事務所に登録されている公的な数字。なお，光復以後の統計は，集計方法，単位，山地居住，

平地居住，住居表示，行政区域等の数回の変更があったため，戦前のそれと比較がむつかしいため割愛

した。 1980年， 91年の数字は実地踏査で得たものなので，参考に供したし、。戦前の統計は「蕃社戸口」

によるO

3) 1980年，未登記分も含めた常住人口と戸数。

4) i連合報J(民国 78年 10月23日号)による。なお，王人英によると民国 79年のタイヤル族の総人口は，

平均人口増加率で推計すると， 86，822人，民国89年 (2000年)には 99，146人になるという。「台湾高山

族的人口変遷J(中央研究院民族学研究所専刊 110民国 56年)p. 168 

5)エへンを日常生活の拠点として，実際に住んでいる人のみを対象。

活は，人口の漸次増加に伴う生活資源の確保の

むつかしさ，獲物の減少，猟場 (qeqe!upan)

の拡張，一族の相互扶助という機能を必要とし

たであろう。 あるいは時によっては， 他 「 蕃

社Jとの抗争時の戦闘員の補損，抗争の未然防

止，労働力の相互補充をも必要としたであろう。

このような社会的背景をもっ男性同志の強い幹

一一一それがまさに yanai関係であった。

こうした yanai関係は，相互に訪問しあい

互いに飲食のもてなしをする。それは恰も自宅

にいるかのように振まい，取って置きの粟酒を

提供し， タマミャン (tamamyan，魚，獣肉，

小動物等の麹漬け)を御馳走する O そして時に

は仕事の打ち合せをしたり，時には獲物の自慢

話をしたり，時には山狩りの話をしたり，時に

は家庭内のことを相談したり，時には祭礼の手

順について話しあったり，子どもの iendanJ

(縁談)の相談をしたりする。 このような席に

は女性が参加するということはないので，互い

に iiodanJ (冗談話)を交すこともあろう。

そして彼らが帰宅する時には，何にがしかの手

土産を渡すのであるO

このような行為は，彼らにコミュニケーショ

ンの場を提供するものであり，それは精神的，

物質的連帯を強化する機能を果たす。ここに相

互に助けあい，時によっては互いに不足する物

を援助・共用しあうという精神を極養してきた

と考えられる。こうした一連の行為は，部外者

である第3者からみれば， タイヤル族の人や物

に対する思考は，実にルーズで，公私の別なく，

自他の区別もつかないように映ってしまうので

はなし、かと思われる。来訪してくる人はすべて

irawinJ (兄弟。他者への親しい呼びかけ)で

あり，それはすなわち家族の一員であるという

親和感をもって迎え入れられ，物質的な供応を

もいとわないのである。

山地での厳しい生活を営むには，その人的，

社会的，経済的諸活動を平和的，長期的，持続

的に継続してゆく必要が求められ，その必要性

から創出されたのが yanai関係であったであ

ろう。 それは小は家族 (heina ngasa!， 身

体・の・家)から，大は親戚 (h;:Jpiyung，客，
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縁家，親族〕までをも包含する組織を円滑に維

持，運営してゆく機能の一端を担っていたと想

像できる。またさかんな「蕃社」聞の交流や人

的， 経済的諸活動は， この yanai関係があっ

てはじめて成立し，一時期人口の減少は認めら

れるものの， i蕃社」の維持，発展に大きくあ

ず、かっていたであろう。

このようにして，山地の社会的状況を推察す

ると，近代法的な財産観念や，彼らが保持して

いるいわゆる有形財に対して明確な所有権や権

利・義務関係の成立を認めるものではなかった

であろうし，またそれらが成立しにくい社会的

状況にあったといえよう。

3.結語

いかなる社会においても，そこで人聞が社会

生活を営む上で，暦の知識を利用し，時間的継

起を明らかにして，それらを社会生活上の基本

となしている。その意味では，暦の知識体系や

時間的継起は，人聞の社会生活をある一定の基

準内に維持し継続する機能を有しているといえ

るであろう。

人間がある地域社会を生活の拠点として社会

生活を営む以上，そこには社会集団としての独

自の思考や文化的伝統，歴史的背景等が存在し，

人々の行動を見えざる粋によって規制している。

この見えざる社会的紳を見るためには，社会的

行動を基準化している今日的常識である麿の知

識や所有観念から離れ，人々の日常的行為の中

に綿々と続いているであろう伝統的な「時間」

の観念や「所有」観念に注目してみる必要を強

く感じる。なぜならば，いかなる社会や民族に

おいても， 地域差や社会差こそあれ， i時間J

に対する観念や物の「所有」に対する観念は存

在していることは明白であり，それは更に生活

文化と深い関連性を有しているからである。本

論に登場してくるタイヤル族においても，それ

は自明のことであった。

一日を coto ryaxとし、い， 明るくなれば活

動が始まり，日没とともにそれが終了という時

間帯は，朝 (sasan)，昼 (sukawagi)，夕方

(zubiyan) という大雑把な捉え方であり， タ

イム・スケジュールのない作業は，その当日中

に終了しなければ， 当然， 翌日 (kin-suX8ffi 

qasa) にくり入れられるという感覚であった。

このような， coto ryaxに対し，季節認識はや

や繊細な感覚でとらえる。気温の変化一一「暑

いJ，i寒い」を夏・冬と捉え，更に特定の花の

開化，小枝，葉(laga，モミジ)の落ち具合で，

それぞれ春・秋と認識した。

自然現象を五感的に捉えるタイヤル族の鋭敏

な感覚は，本来狩猟ゅ採集技能をもって生活資

源を得る手段としていた民族を訪併させるもの

があろう。それは，程度の差こそあれ彼らが保

有している狩猟用具や漁労用具に，他の保有品

にくらべ優先的権利あるいは管理権が認められ

ている事例からしても，狩猟，採集民的性格を

読み取ることが可能であるO

また，その性情は極めて男性的であり，勇猛

果敢であり，時には荒々しく，時には人跡未踏

の山林を「猿のようにJ駆け巡る。その反面，

何事に対しでも旺盛な好奇心をもち，部外者に

対しては一面はにかみをみせる。食生活におい

ても，料理した獲物の頭部は必ず年長者あるい

は客人に提供する。首狩り(出草。賦首。

ffi8gaga) と同様，獲物の頭部にはその動物の

全霊が宿っていると発想する。頭部を食するこ

とは，その全霊を我がものにできるという。山

で生活する人間の純粋な思考と思われる O この

ような思考，行動は，狩猟，採集民的性格の表

出であり，それゆえ自然、現象に敏感であり，季

節認識に時候的感覚の要素が取り入れられたと

考えられる。

さて，既述したとおりタイヤル族には「所

有」観が成立しにくい事情を述べたが，ここで

はタイヤル族の制度的「蕃社」組織について簡

単に述べ， i所有」観の成立しにくい事情に補

足的説明を加えたい。

タイヤル族の集落である「蕃社J(qalang) 

には， coto gaga (ひとつの提，法，旧慣，規

律，祭団)という組織があった。 cotogagaは

「同一部落ニ存ル宗族関係アル家ト家トヲ以テ
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組織J(24)され，祭把，狩猟，戦闘を共同で行い，

時には人々に強い禁忌 (pusaneq)を求めると

いう機能を有した社会組織である。「蕃社」の

公的な運営は， この cotogagaによって行わ

れていた。 cotogagaは，人々に強い規制を求

める。伝統的な慣習 (gaga) を犯せば， それ

は家族や「蕃社Jに不測の事態を惹き起す結果

となる。それゆえ，祖先からの言い伝え

(gaga) は絶対的な存在として，すべての人々

が遵守しなければならない約束事 (gaga) で

あり，人々を強く規制するものであった。また，

祭杷や狩猟，戦闘は決してひとりでできるもの

ではなく，多くの人々の協力を必要したであろ

う。このような集団的行動に際しでも，それが

「上等にJかつまた「きれいに」無事なにごと

もなく維持，運営していくためには，古来から

の伝統的慣行 (gaga) は， 厳守しなければな

らない。それは人々がおしなべて守らなければ

ならない規律 (gaga) であり， 社会的規範と

いえるものである O 従って，タイヤル族の人々

の行動は，常に集団のメンバーとしてのそれで

あり gagaから逸脱した行為は存在し得ない

のである。ここに社会的集団のひとつの単位と

しての「蕃社」が存在し，人々の社会的行為は

常に「蕃社」という社会的集団のもつ gagaに

よって規制をうけるのである O 換言するならば，

タイヤル族の人々の行動は gagaにもとずいた

集団行動といえるであろう。

これに対して， yanai関係は，男性のほぼ同

世代聞の横の連帯組織であるO それは，身体的

にも，体力的にも狩猟的感覚に之しい者でも，

yanaiであれば当然メンバーの一員としての処

遇を受けた。メンバーであれば，精神的，物質

的にも相互扶助の対象であり， ここに親和的団

体としての機能をもっ。 yanai関係にあっては，

yanaiとして遵守しなければならないことや禁

忌 (pusaneq)がメンバーに求められた。同世

代同志の集団であるからして，それは coto

gagaと比較すれば弱い規制であり， informal 

な規制であったと想像できる。仲間同志の内な

る規制は， それゆえに強い規制となって yanai

の言動を規制する。

こうして， i蕃社」は cotogagaを縦糸に，

yanai関係を横糸に織まれていった。 coto

gagaは， i蕃社」 のメンバーの集団共助の精

神を， yanai関係は同世代男性親属の相互扶助

の精神を人々に伝えてきた。 rawinという他

者への呼び、かけは，まさにその精神の表出であ

り， このような親和的呼称は彼らの社会的，経

済的生活にも大きな影響を与えたであろうと考

えられる。今日では， すでに cotogagaはそ

の姿を消しつつあるが，現実の日常生活に根ず

いた yanai関係だけは，依然として残存して

いる。タイヤル族は，このような身近な生活と

密着した文化的伝統である yanai関係を保持

しつつ，今日に到ったと考えられる O

日本領有時代，エへン社の「蕃童」は「ガオ

ガン教育所」の教育体系の中で，時間割に従っ

て定刻通りの教育が行われたので，その結果，

時刻を表現する「時間J(time) そのものは衆

知化した。しかし，生活の実態から捉えるなら

ば「実感を離脱J(25)しているとは捉えがたく，

山地特有の「山の時間」の存在を認めないわけ

にはいかない。更に「所有」の観念は，既述の

事例からしでも，いまだ伝統的な独自の「所

有」観が残存していると結論的にいえるであろ

つ。

今，エへンは急速な都市化，物質文明化の波

のなかで，伝統的な価値感と近代的あるいは漢

民族的な価値感の錯綜がみうけられる。一大消

費地である台北市をヒンターランドにもつエへ

ンは，自律的にしろ他律的にしろ台北経済圏に

編入された。昭和 40年代に電気が導入されて

以来，恰も雨水が大地に吸い込まれるようにし

て物質文明が浸透してきた。昭和 50年代には，

かつての「理蕃道路」は年々改修，拡張が行わ

れ，生活・産業・観光道路としての機能を有す

るようになると，価値感のカオスは更に顕著と

なった。道路の整備・拡張は山地経済を台北経

済圏との紳を強める結果となるO それは，山地

経済の発展は平地との接触なしでは成り立たず，

平地人との接触は避けて通ることのできないこ
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とを意味する。市場経済論理が持ち込まれ，自

給自足的な杜会から消費型社会へ移行すればす

る程，平地人との接触の機会が増大する。それ

は山地の人々に常に緊張感を惹起する。

ある山地人は，山産物の運搬を仕事のひとつ

としているO 運搬する山産物は，平地の

IshobaiJ (仲買業者) の希望に従って Iseiri 

bilaqJ (ていねいに整える)して， 目的地へ，

深夜トラックを走らせる。それは時によっては

3時間以上も目的時間より早く到着する。荷撞

みから目的地まで，彼は常に腕時計を気にし，

仲買人(平地人)に対する言動は，山地ではみ

せたことのないようなていねいなものであった。

彼はまたある日，突然，平地で生活している

19才の息子をつれ戻した。 日く 「平地人のも

とで働いているが， (生活状況をみていると)，

muqan (平地人)にされている」と。

決してタイヤル族が民族のプライドを失った

のではなく， むしろ民族意識， 民族的 identi-

tyがあるからこそ，事例のような緊張感が表

出してくるのではないかと考えられる。台北市

に住むある平地人(男性)は，山地人を評して

いう。「色が黒く日がするどい， 粗野で怖い，

米酒ばかり飲んでいて遊んでる，学歴が低い，

人のやりたがらない仕事をする，若い女性は華

西街(歓楽街の地名:筆者註)J と。 これに対

して山地人の平地人評は「ずるい，ウソばっか

りJoI人殺しは外省人，泥棒は本省人。オーピ

リ パイラン(弁髪・悪人)J (アミ族の評)(26) 

である。

このような評価は，互いに相手を理解しよう

としない態度や価値感の違いからくるものであ

ろうが，おしなべて山地人は懸命に働き，家族

を守って生活しているのである。 (27)今ここで強

調しておきたいのは，彼らが山地人としてのプ

ライドを持てば持つ程，平地人との接触には強

い精神的緊張感が伴ってくるO なぜならば山地

人と平地人とは「心が違う」のである。娯楽施

設の之しい山地では，精神的苦痛，疲労をいや

すため，それは飲酒行為となってあらわれる。

(28)飲酒行為はアル中患者をうみ，また更に飲

酒行為の底辺を若者へと拡大し，さまざまな逸

脱行為，社会問題を生起する。(29)

エへンを取りまく社会的環境は，今まで述べ

てきたとうり，決して安心で=きるものではない。

ある者は一家揃って平地へ移住し，ある者は祖

先伝来の土地を平地人の求められるままに転売

し，ある者は「保留地」の用益権を平地人に移

譲し，ある者は自宅の別棟にビリヤード場を作

り，日本製のゲームマシンを導入する。また，

若者は平地の華やかさに吸い込まれるようにし

て下山してゆく。エヘンは，穏やかな風景のな

かのー寒村にみえるが，その地下水の水脈は今

まさに混沌とした状態にある。近代法的な「所

有」観に，山地人の伝統的観念は押し流され，

山林，更地，用益権を平地人に移譲する。そし

て最後にいうことは「平地人にタゃマされた」で

ある。そんななかで，額に汗している青年は，

「平地人へいき」 という。誰れかれとなく訪ね

てくる客に，その青年は食事と酒の持て成しを

する。そこにエへンの将来の姿を垣間見る思い

がし多少なりともそれは心の救いであった。

短い期間，被調査者の仕事を手伝いながらの

聞き取り調査であった。そのため，更に精搬な

調査を必要とする箇所，資料の導き方等に不適

切があろう。読者諸賢の御指摘をお願いしたい。

なお，執筆にあたり，瀬川孝吉先生，姫野翠先

生から御教示等をいただいた。衷心より感謝の

念を表したい。
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